
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第７４号 （令和元年１１月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆ラグビー日本代表に大感動！◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、９月２０日に開幕し、先日、南アフリカの優勝によって幕を 

閉じたラグビーワールドカップ２０１９。初のベスト８になった日本代表の躍進に、私

も心躍らせておりました。 

もともと私は、ラグビーについては見ることも、ほとんどありませんでした。息子が

アメフトをやっていた関係で、アメフトは見ていましたが、ラグビーについては、そこ

までではありませんでした。 

それが、ワールドカップが始まり、そして、予選で日本代表が、ロシア、アイルラン

ド、サモアに勝ち進むにつれ、盛り上がり、予選最後の試合、宿敵、スコットランド戦

は、もうテレビにかじりつくようにして、応援していました。 

日本代表は、前回大会でスコットランドに敗れ、予選敗退となってしまいました

が、今回は、スクラムも互角に張り合い、そして、最後の最後の最後まで攻めの姿

勢を貫いての勝利。初のベスト８進出も決定してと、本当に、今の日本人に勇気を

与えてくれた試合だったと思います。 

決勝トーナメントでは、今回、優勝を果たした南アフリカに破れはしましたが、それ

でも、大会を通じて感動が大きかったのは、おそらく、試合だけでなく、チームや選

手個々人のエピソードが、多くあったからだと思います。 

海外選手が整列して会場に向かってお辞儀をしてくれた話に始まり、台風によっ 

て試合が中止になってしまったカナダ代表が、滞在中の岩手県釜

石市で土砂を取り除くなどのボランティア活動をしてくれたり、あと

は、日本対スコットランド戦、激闘の末、日本が勝利したわけです

が、スコットランド代表が作ったノーサイドの花道、  （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） すると、日本代表がそのお返しにと、また花道を作ってと。ラグビーって

なんて素晴らしいスポーツなんだと、思わずにはいられませんでした。 

また、選手個々人についても、快足を飛ばして大活躍だった福岡選手は、（７人

制で出場を目指す）東京五輪を最後に、医者を目指すという話があったり、はたま

た、外国人選手が多い中で、リーチ・マイケル選手らリーダー陣の発案で、実は、強

化合宿を打ち上げた後に、日本最大級の「さざれ石」を見学に行っていたとのこと。

国歌の君が代の理解を深め、また、チームの結束強化のために、そのようなことま

でしていたと知り、そこから、国歌斉唱で外国人選手まで大きな声で君が代を歌う

姿に、グッとくるものがありました。 

大会期間中、本当にいろんなエピソードが出てきて、そういった背景を知った上

での試合観戦でしたので、感情移入もして、感動せずにはいられませんでした。 

ラグビーワールドカップが終わり、次は、東京オリンピックです。マラソン会場のこ 

とで、いまいろいろありますが、それでも、また今回のラグビーワー

ルドカップのように、どんどん盛り上がっていけば、国の行く先は、

良くなるんじゃないかなぁと、ひとり思っております。ラグビー日本

代表、本当に素晴らしかったです！ 

◆発行者コラム◆ 

ラグビーにひとり感動しっぱなしだった私は、さっそく日曜劇場『ノーサイド・ゲー

ム』の主題歌、米津玄師の『「馬と鹿」Uma to Shika』をダウンロードして、車の中で

聴いております。そして、実は最近、カラオケでもそれを歌うのですが、練習せずに

歌っているので、覚えているのはサビの部分だけ。それ以外のところは全部ハミン

グ、いっしょにカラオケに行く人たちから、ひんしゅくをかっておりますが、気にせず、

歌い続けております（笑）。大森 

大森 米山 


